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尿路性器感染症に対す るME1207の 臨床的検討

後藤 博一 ・小野寺昭一 ・清田 浩 ・川原 元

五十嵐 宏 ・遠藤 勝久 ・細部 高英 ・町田 豊平

東京慈恵会医科大学泌尿器科学教室*

新経 日セ フェム剤 で あ るME1207を 急 性単 純性 膀胱 炎1例,急 性 細菌性 前 立腺 炎1例,慢 性

複雑性 膀胱 炎5例,慢 性 複雑性 腎盂 腎 炎3例 の 計10例 に 投与 し,そ の有 効性 と安全 性 につ いて

検 討 した。 急性 単純性 膀 胱炎 と急性 細菌 性前 立 腺 炎の各1例 は,自 他 覚症 状,膿 尿 お よび細 菌

尿 の消 失 を認め 著効 で あ った。複雑 性尿 路感 染症8例 に おい ては,UTI薬 効 評価基 準(第3版)

に よ り評価 可能 で あっ たのは6例 で,著 効3例,有 効1例,無 効2例 であ った。細 菌学的 には,

分 離 され た8株 の うち6株 が 除菌 され た。 本剤投 与 に よる 自他覚 的 副作 用 は認め られ なか った

が,1例 に 本剤 投 与後GOTの 軽 度上昇 を認め た。
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ME1207は 新 たに 開 発 され たエ ステ ル 型経 ロ セ フ

ェム 剤 で,内 服 後 に腸管 か ら吸収 され抗 菌 活性 を有す

るME1206に 加 水分解 され る。このME1206は,グ ラ

ム陽性 菌,グ ラム陰性 菌に対 し広範 囲 の抗菌 スペ ク ト

ル を有 してい る蓋)。そ こで本 剤 の尿 路性 器 感染 症 に対

す る有効性 と安 全性 を明 らか にす る 目的 で臨 床的検 討

を行 っ た。

対 象症例 は,平 成 元年12月 か ら平 成2年3月 までに

東京慈 恵 会医科 大学病 院 泌尿器 科 の外来 を受 診 または

入院 中の,同 意 の得 られ た急性 単純 性膀 胱 炎1例,急

性 細菌 性 前立腺 炎1例,慢 性複 雑性 膀胱 炎5例,慢 性

複雑 性 腎盂 腎 炎3例 の 計10例 で あ る。性 別 は 男性4

例,女 性6例 で,年 齢 は25～74歳(平 均60.2歳)で

あ った。複雑 性 尿路感 染症 の 基礎 疾 患 は,神 経因性 膀

胱3例,前 立腺 肥大症2例,腎 結 石2例,尿 路結 石1例

で,カ テー テ ル留 置症例 は これ らの うち1例 のみ であ

った.本 剤 の投 与方 法は全 例 と も,1回200mgを1日

3回,5日 間 内服 させ た。

本剤 の有効 性 に関 して は,UTI薬 効評 価基 準(第3

版)2)に従 い,著 効(excellellt),有 効(moderate),無

効(poor)の3段 階に分 け 評価 した。 また同時 に,自

覚 症状,膿 尿 お よび細菌 尿 の推移 を指 標 に,主 治 医に

よる効 果 判定 も行 っ た。 安 全性 に関 して は,本 剤投 与

に よ る発疹,発 熱 な どのア レル ギー症 状や 下痢,嘔 気

な どの消化 器症 状 な どの発現 の有 無 を観察 した。 さ ら

に 本 剤 投 与 前 後 に,血 液 一 般 検 査,肝 機 能 検 査

(GOT,GPT,AL-P等),腎 機 能 検 査(BUN,S-

creatilme)な どの 各種 臨床検 査 を行 い,本 剤投与によ

る影響 の 有無 も検討 した。

急性 単純 性膀 胱 炎お よ び急性 細菌 性前 立腺炎の各1

例 に つ いては 主治 医に よる判 定 を行 い,自 他覚的症状,

膿尿 お よび細菌 尿 の消失 を認 め いずれ も著効 であった。

これ ら2症 例 で は,起 炎 菌 としてEscherichia coliが

分 離 され たが いず れ も除菌 され た。

複雑 性 尿路感 染症8例 に対 す る臨床成績お よび副作

用の有 無 をTable1に 示 した。これ らの うちUTI薬 効

評価 基準 に よ り評価 可能 で あ ったのは6例 で,残 りの

2例 はい ずれ も投与 前 に真菌 が分 離 され たためこの評

価 か らは 除外 した。 これ ら6例 の 膿尿に対す る効果は,

正常化3例,改 善1例,不 変2例 で,細 菌尿に対する

効 果 は,陰 性化4例,不 変2例 であった。 これ らをま

とめ た総合 臨床 効果 は,著 効3例,有 効1例,無 効2例

であ った。

UTIの 病 態群 別 にみ た臨床 効果 では,第2群 の1例

が無効,第3群 の1例 が 有効,第4群 の2例 がいずれ

も著効 で,複 数 菌感 染の2例 では 第5群 の1例 が無効,

第6群 の1例 が著効 で あ った。

細 菌学 的 にはTable2に 示 す よ うに,Staphylococ-

cus aureus1株,E.coli4株,Kleb3iella oxytoca2株

Klebsiella pneumoniae1株 の計8株 が分離 された。こ

れ ら8株 の うち6株 が除 菌 され,存 続 したのはS.aur-

eus1株(ME1206のMIC200μ9/ml),Ecoli1株

(ME1206のMIC0.1μ9/ml)の 計2株 であ った。この

うち,Ecoliの 存続 した症 例 は カテー テル留 置症例で
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Table 1. Clinical summary of complicated UTI treated with  ME1207

*Before therapy

After therapy

**lnOCu1um slze: 106 cells//ml ND: not done

Table 2. Bacteriological response to ME1207 in complicated UTI

*regardless of bacterial count

あった。

安全性 に関 しては,対 象症例10例 全 て にお い て検 討

が行 われ,自 他覚 的 副作 用 は認め られ なか った ものの,

1例(Table1,Case4)に お いて本 剤 に よる もの と思 わ

れるGOTの 軽 度 上昇(35mU/ml→47mU/ml)が 認

め ら れ た 。

本剤 の抗 菌 活性 体 で あ るME1206は,グ ラム陽 性

菌,グ ラム陰性菌 に対 し幅 広 い抗 菌 スペ ク トル を有 し,

特 にS. aureus, Staphylococcus epiclenniclis に対 す る

抗菌力は従 来の経 日セ フェ ム剤 よ り も優 れて い る とさ

れ て い る1)。 し か し, methicillin-resistant S. aureus

(MRSA)に 対 す る 抗 菌 力は,他 の 経 ロ セ フ ェ ム 剤 同 様

に 弱 い と さ れ て い る1)。今 回 の 検 討 で も,無 効 で あ っ た

2症 例 の う ち1例 はMRSA(methicillil1のMIC>400

μg/m1,ME1206のMIC200μg/1m)が 分 離 され て お

り,新 薬 シ ン ポ ジ ウ ム に お け るinvitro抗 菌 力 の 成 績

が そ の ま ま反 映 され た 結 果 で あ っ た 。 も う1例 の 無 効

例 は,分 離 さ れ た 起 炎 菌 がE.coliでME1206のNIIC

も0.1μg/mlで あ る に も か か わ ら ず 存 続 し た 症 例 で

あ っ た こ の 症 例 で は カ テ ー テ ル が 留 置 され て お り,

こ れ が 起 炎 菌の 存 続 し た1つ の 原 因 に な っ て い る と推

察 さ れ る.
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以.上,今 回の検 討 で は症 例数 が 少 な く,本 剤 の有 用

性 を結 論づ け る こ とは で きなか った。 しか し真 菌が 分

離 された2症 例 を除 く8例 の尿路 性器 感染 症 にお いて,

主治 医判定 で6例 が有効 以上 であ った こ とか ら,概 ね

良好 な成 績 であ る と考 え られ た。 したが って,今 後 さ

らに症 例 を増 し検討 す る必要 が あ る と思 われ るが,菌

種や 患者 の病 態 を考慮 した上 で使 用 すれ ば,臨 床上 有

用 な 薬 剤 に 成 り得 る と考 え ら れ た。
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We studied the clinical efficacy of ME 1207, a new oral cephalosporin in 10 patients with urinary
tract or genital infections who were administered the drug for 5 days at a daily dose of 600mg. One

patient with acute uncomplicated cystitis and one with acute prostatitis showed excellent response.
In 6 patients with complicated urinary tract infections, who could be evaluated according to the
criteria proposed by the Japanese UTI committee, the overall clinical efficacy was excellent in 3,
moderate in 1 and poor in 2 cases. Bacteriologically, 6 of 8 strains isolated from urine were

eradicated. As for laboratory findings, elevation of S-GOT was noted in one case. There were no
noteworthy objective or subjective side effects.


